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横須賀市ハンドボール協会

創立４０周年記念大会

平成１２年２月６日（日）

横須賀市南体育館

よ こ す か 平 安 閣

主 催 横須賀市ハンドボール協会
共 催 横三地区高体連（ハンドボール専門部）

後 援 横 須 賀 市 体 育 協 会

横 須 賀 市 教 育 委 員 会

神奈川県ハンドボール協会
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あ い さ つ

横須賀市ハンドボール協会

会 長 井 料 克 己

昭和３４年１２月、横須賀市ハンドボール協会が設立されて、本日、ここに創

立４０周年行事を開催できますことは、私を始め協会関係者一同の深く喜びとす

るところであります。

本協会は、創立３０周年大会以降、社会人では、１部、２部、３部のリーグ制

をとり前期、後期のリーグ戦、市民大会、横須賀選手権大会と年間の試合数を増

やしハンドボールの発展に大きく貢献してきました。

ここ最近、ハンドボール人口が減少しているのは非常に残念に思いますが幸い、

高等学校では横須賀学院高等学校が県では常にベスト４、社会人では自衛隊久里

浜が、全自衛隊大会、関東実業団大会で優勝等の輝かしい成績を残し活躍してい

ます。

さらに、新たな２０００年の年を迎え、ハンドボールの発展と役員、選手の皆

さんのご活躍とご協力を期待します。

終わりに、本記念大会開催に当たり、多くの関係者各位からお寄せいただきま

したご支援、ご協力に対し深く感謝申しあげますとともに、今後一層の温かいご

理解とご指導を賜りますようお願い致しましてごあいさつとします。
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お祝いの言葉

名誉会長

衆議院議員 小泉 純一郎

この度、数多くのハンドボール愛好者と協会役員のご努力により創立４０周年

大会が開催されますことを、心からおよろこび申しあげます。

４０周年の長きにわたり、役員はじめ選手の皆様のハンドボール愛好の情熱と

研究努力により今日の協会の隆盛発展を極めている姿に接し、心から敬意を表し

ます。

ハンドボール競技は、走る、投げる跳ぶ等の総合運動能力を必要とする、実に

バランスのとれたすばらしいスポーツであると思います。

一昨年、５月に熊本で開催された男子世界ハンドボール選手権大会は、数多く

の人々の声援、応援のもとにハンドボールの面白さと多大の感動を与えました。

現在、社会はスポーツ人口の減少化、少子化等でハンドボール離れが進むなか、

数多くの先輩が築き上げた横須賀市ハンドボール協会がその歴史と伝統を守り、

今後２１世紀へ向かって、益々発展されることを祈念してお祝いの言葉とします。
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お祝いの言葉

横須賀市長 沢 田 秀 男

このたび、横須賀市ハンドボール協会創立４０周年記念大会の開催にあたり、

心よりお祝いを申し上げます。

昭和３４年に協会が結成されて以来、順調な発展を遂げられましたことは誠に

喜ばしいことであります。

しかし、この４０年間の道程は決して平たんなものでなく、今日の隆盛は創立

当時からの貴い努力の積み重ねによるものと推察致します。この機会をお措りし

て関係の皆さんの御苦労に敬意と感謝を表するものです。

私たちは今、健康維持や体力づくりに積極的に取り組むようになりスポーツは、

日々の生活にかかせない、また、生涯を通したものとして定着してきました。

本市も市民の体育振興に努力しているところですが、そうした中で、ハンドボ

ールは協会の皆さんの地道な活動と適切な指導によって多くの方に愛好されてお

ります。なお、横須賀市ハンドボール協会の皆さん、どうか今後とも市民がハン

ドボールに、より一層親しむことができますよう御尽力下さることをお願い致し

ます。

そして、創立４０周年を契機に本市ハンドボール協会がますます発展されます

とともに、会員の皆様の御健勝を祈念いたして祝辞といたします。
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お祝いの言葉

横須賀市体育協会

会 長 竹 内 清

横須賀市ハンドボール協会が創立以来４０周年を迎えたことは誠に喜ばしいか

ぎりであり心よりお祝い申しあげます。

横須賀市体育協会は昭和１０年に産声をあげた横須賀体育会を前身とし、当時

８種目団体が主体となり結成されました。翌１１年には横須賀体育協会と改称し

新たなるスタートを切り、現在は３９種目協会が加盟する他市にも優るとも劣ら

ぬ協会に発展してまいりました。

横須賀市ハンドボール協会については、昭和３４年に本市体育協会に加盟し、

本市の体育・スポーツ振興の一端を担ってまいりました。また、関係者の熱意と

ご努力により数多くの優秀選手を輩出しており、国民体育大会等に代表選手の派

遣、また、全国大会等に審判員及び役員等の派遣等数々の歴史を残しております。

現在もハンドボール競技人口の層の拡充、競技力の向上とその普及に隆盛を極め

られていることはご同慶に堪えません。

私ども体育関係者は「生涯スポーツ」が叫ばれる現在、来る２１世紀に向かっ

て市民一人ひとりが日常生活の中で行われるスポーツ活動を活発化して行き、市

民総スポーツ・総健康の資産作りをすることこそその使命と信じています。

貴協会におかれましてもますます繁盛し本市スポーツ振興にご助力くださるよ

うお願いすると共に、協会発展にご指導、ご協力くださいました関係者の皆様に

深く敬意を表しお祝いのことばといたします。
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お祝いの言葉

神奈川県ハンドボール協会

会 長 斉 藤 達 也

横須賀市ハンドボール協会の創立４０周年にあたり、永年にわたり運営に参画

をされた多くの先輩はじめ、関係者の皆様に心から敬意と感謝を申し上げます。

さて、本県は一昨年二巡目の「かながわ・ゆめ国体」を開催いたしました。

皆様の御協力もあり、はじめて総合優勝をはたすなど、成功裡に終わることがで

きました。

さらに、昨年熊本で開催された国民体育大会では横須賀ハンドボール協会から

３名の選手が本県代表として出場し活躍されたことは記憶に新しいこととして、

大変喜ばしいことであります。

また、熊本で開催された世界選手権以来、ハンドボールの楽しさが徐々にでは

ありますが、地域の話題になるほど本県においても、ハンドボール競技に対する

関心が深まりつつあるのが現状であります。

２１世紀は、少子高齢化のなかで、生涯スポーツの進展が大きな課題として提起

されております。地域に密着した活動が競技種目に課された使命として、協会あ

げて取り組める体制作りに、今後とも御支援御協力を願うものであります。

貴協会が一層堅実な発展に努力されますことをお祈り申し上げるとともに、今

日までハンドボールの普及発展に献身的に努力されました方々をはじめ、役員な

らび関係者各位にあらためてお礼を申し上げ、お祝いの言葉とします。
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協会創立４０周年記念行事役員

名 誉 会 長 小 泉 純一郎

会 長 井 料 克 己

副 会 長 西 山 逸 成 藤 原 幸 介

顧 問 財 部 重 彦 澤 田 賢 昭

参 与 浅 木 建十郎 安 留 陽 一 松 尾 邦 寛

委 員 長 金 子 忠 博

副 委 員 長 鈴 木 郁 生 菅 野 俊 雄

委 員 飯 田 昭 治 白 坂 篤 哉 本 塚 光 二

池 端 啓 治 勝 山 章 金 丸 哲 也

福 元 司 舛 谷 元 斉 藤 正 則

松 本 俊 英 高 橋 竹 治 藤 本 登志雄

黒 木 龍 二 神 田 操 中 村 安 芸

小 川 一 美 石 井 恵

協会創立４０周年記念大会役員

競 技 委 員 長 金 子 忠 博

競技副委員長 鈴 木 郁 生 菅 野 俊 雄

総 務 委 員 長 鈴 木 郁 生

総 務 委 員 池 端 啓 治 中 村 安 芸 江 藤 裕 樹

小 川 一 美 神 田 操 石 井 恵

審 判 長 白 坂 篤 哉

審 判 委 員 菅 野 俊 雄 中 村 久 金 丸 哲 也

斉 藤 正 則 黒 木 龍 二 黒 木 秀 吾

元 塚 光 二 中 根 広 之 南 秀 憲

木 下 博 和 友 利 幸 順 棚 木 哲 也

市 川 嘉 久 藤 本 登志雄 勝 山 章

井 上 昌 宏 松 下 栄 大 門 真 治

石 井 望

会 場 主 任 黒 木 秀 吾

会 場 委 員 陸自久里浜ハンドボール部

競技補助役員 少年工科学校ハンドボール部

横須賀学院高校女子ハンドボール部
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協会創立４０周年記念行事参加者名簿

番号 御 芳 名 御 所 属 備 考

１ 明 石 康 宏 横浜商科大学ハンドボール部監督

２ 池 田 昂 二 横須賀市体育協会顧問

神奈川県ハンドボール協会参与
３ 石 川 滋

川崎市ハンドボール協会会長

４ 磯 崎 満 男 横須賀市空手道協会会長

５ 伊 藤 順 孝 少年工科学校総務部長 駐屯地司令代理

６ 岩 間 節 雄 元横須賀市ハンドボール協会常任理事

神奈川県ハンドボール協会参与
７ 植 村 繁

相模原市ハンドボール協会名誉会長

８ 尾 島 良 一 横浜市ハンドボール協会理事長

９ 小 見 幸 男 神奈川県ハンドボール協会副理事長

１０ 加 藤 行 一 横須賀市太極拳協会会長

１１ 川 辺 孝 夫 神奈川県ハンドボール協会理事長

１２ 斉 藤 達 也 神奈川県ハンドボール協会会長

１３ 佐 伯 義 則 陸上自衛隊久里浜駐屯地司令

１４ 佐 分 正 典 神奈川県ハンドボール協会副会長

１５ 設 楽 孝 治 神奈川県ハンドボール協会常任理事

１６ 須 貝 政 則 横浜市ハンドボール協会事務局

１７ 鈴 木 光 好 横須賀市カヌー協会理事長

１８ 竹 内 英 明 横須賀市カヌー協会会長

１９ 田 中 行 雄 横浜商科大学ハンドボール部総監督

２０ 田 中 惣三郎 横須賀山岳協会

２１ 田 中 武 義 横須賀銃剣道協会会長

２２ 田 中 正 義 第２術科学校体育室長

２３ 土 屋 嘉 信 横須賀市パワーリフティング協会会長

２４ 仲 里 清 秀 元横須賀市ハンドボール協会理事

２５ 長 塚 真 一 横須賀市ボクシング協会会長

２６ 中 村 久 神奈川県ハンドボール協会理事

２７ 中 丸 英 一 相模原市ハンドボール協会会長
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番号 御 芳 名 御 所 属 備 考

２８ 中 丸 英 一 相模原市ハンドボール協会会長

２９ 長 村 信 幸 神奈川県ハンドボール協会常任理事

３０ 根 市 和 夫 横須賀市教育委員会生涯学習部部長

３１ 広 瀬 章 横須賀市教育委員会教育長

３２ 福 田 勇 三 横須賀市アーチェリー協会副会長

３３ 牧 島 功 横須賀市ゴルフ協会会長

３４ 松 井 哲 三 横須賀水泳協会会長

３５ 松 川 輝 久 海上自衛隊横須賀教育隊総務科長

３６ 三 浦 公 神奈川県ハンドボール協会副会長

３７ 八 尾 隆 横須賀市テニス協会理事長

３８ 小 泉 純一郎 横須賀市ハンドボール協会名誉会長

３９ 井 料 克 己 横須賀市ハンドボール協会会長

４０ 西 山 逸 成 横須賀市ハンドボール協会副会長

４１ 藤 原 幸 介 横須賀市ハンドボール協会副会長

４２ 澤 田 賢 昭 横須賀市ハンドボール協会顧問

４３ 浅 木 建十郎 横須賀市ハンドボール協会参与

４４ 安 留 陽 一 横須賀市ハンドボール協会参与

４５ 松 尾 邦 寛 横須賀市ハンドボール協会参与

４６ 金 子 忠 博 横須賀市ハンドボール協会理事長

４７ 鈴 木 郁 生 横須賀市ハンドボール協会副理事長

４８ 菅 野 俊 雄 横須賀市ハンドボール協会副理事長

４９ 飯 田 昭 治 横須賀市ハンドボール協会常任理事

５０ 白 坂 篤 哉 横須賀市ハンドボール協会常任理事

５１ 本 塚 光 二 横須賀市ハンドボール協会常任理事

５２ 勝 山 章 横須賀市ハンドボール協会常任理事

５３ 金 丸 哲 也 横須賀市ハンドボール協会常任理事

５４ 池 端 啓 治 横須賀市ハンドボール協会常任理事

５５ 黒 木 龍 二 横須賀市ハンドボール協会事務局
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番号 御 芳 名 御 所 属 備 考

５６ 福 元 司 横須賀市ハンドボール協会監事

５７ 舛 谷 元 横須賀市ハンドボール協会監事

５８ 市 川 嘉 久 市協会理事・海上自衛隊横須賀代表

５９ 重 久 伸 一 市協会理事・防衛大学校代表

６０ 相 沢 秋 洋 市協会理事・黒船ニサビーズ代表

６１ 金 丸 博 人 市協会理事・横須賀病院代表

６２ 茂 木 信 道 市協会理事・稲岡クラブ代表

６３ 村 上 恭 二 市協会理事・住友重機代表

６４ 松 本 俊 英 市協会理事・少年工科学校顧問

６５ 高 橋 竹 治 市協会理事・横須賀学院高校顧問

６６ 友 利 幸 順 横須賀市ハンドボール協会理事

６７ 黒 木 秀 吾 横須賀市ハンドボール協会理事

６８ 神 田 操 横須賀市ハンドボール協会理事

６９ 小 川 一 美 少年工科学校教官

７０ 石 井 恵 横須賀学院ハンドボール部ＯＧ

７１ 児 玉 忠三郎 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部部長

７２ 江 藤 裕 樹 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

７３ 中 村 安 芸 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

７４ 丸 田 和 重 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

７５ 南 秀 憲 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

７６ 木 下 博 和 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

７７ 松 村 英 輝 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

７８ 和 田 康 助 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

７９ 山 崎 圭 太 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

８０ 太 田 孝 一 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

８１ 田 代 教 雄 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

８２ 星 憲 児 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

８３ 津 金 清 孝 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部
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番号 御 芳 名 御 所 属 備 考

８４ 細 谷 満 男 陸上自衛隊久里浜ハンドボール部

８５ 木 暮 敬 二 防衛大学校ハンドボール部部長

８６ 堀 内 智 治 防衛大学校ハンドボール部

８７ 高 畠 純 也 防衛大学校ハンドボール部

８８ 宮 内 修 嗣 防衛大学校ハンドボール部

８９ 吉 山 隆 二 自衛隊横須賀病院ハンドボール部

９０ 大 門 真 治 自衛隊横須賀病院ハンドボール部

９１ 寺 井 正 樹 黒船ニサビーズ

９２ 中 尾 康 大 住友重機ハンドボール部

９３ 中 村 俊 一 住友重機ハンドボール部

９４ 香 月 信 一 海上自衛隊横須賀ハンドボール部

９５ 小野寺 美 徳 海上自衛隊横須賀ハンドボール部

９６ 前 田 英 昭 海上自衛隊第２術科学校

９７ 小 山 征 哉 稲岡クラブハンドボール部

９８ 春日井 久 文 稲岡クラブハンドボール部

９９ 鳥 居 圭 司 稲岡クラブハンドボール部
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協会創立４０周年記念行大会 組み合わせ及び成績

一般男子（１部リーグ）

みかさクラブ 自衛隊久里浜Ａ 海自横須賀 神奈川歯科大 防衛大学校Ａ 勝数 敗数 分数 得点 失点 得失差 順位

みかさクラブ 25 〇 19

自衛隊久里浜Ａ 25 〇 9 19 ○ 9 28 ○ 16

海自横須賀 9 × 25 14 × 16

神奈川歯科大 19 × 25 9 × 19 16 ○ 14 19 △ 19 １ ２ １ ６ ３ ７ ７ － １ ４

防衛大学校Ａ 16 × 26 19 △ 19

一般男子（２部リーグ）

第１護衛隊群 自衛隊久里浜Ｂ 横須賀病院 黒船ニサビーズ 第２術科学校 勝数 敗数 分数 得点 失点 得失差 順位

第１護衛隊群 25 〇 24 22 〇 18

自衛隊久里浜Ｂ 24 × 25 24 ○ 22 29 ○15 20 ○ 19

横須賀病院 22 × 24 25 ○ 17

黒船ニサビーズ 15 × 29

第２術科学校 18 × 22 19 × 20 17 × 25

一般男子（３部リーグ）

防衛大学校Ｂ 稲岡クラブ 住 友 重 機 武山クラブ 勝数 敗数 分数 得点 失点 得失差 順位

防衛大学校Ｂ 17 × 31

稲岡クラブ

住 友 重 機 17 × 36

武山クラブ 31 ○ 17 36 ○ １7

高校男子の部 横須賀学院高校

８ － １２
２4 １２ － ８ ２2

２ 延長 ２
２ ７ＴＣ ０

14 － 6 ７－１０
21 7 ９ ２３

7 － 1 ２－１３

４－１１
１２ 不戦勝 ０ ７ ２０

３－ ９

横 少 鎌 横 少 鎌
須 年 倉 須 年 倉
賀 工 学 賀 工 学
学 科 園 大 科 園
院 学 Ｂ 津 学 Ａ

校 高 校
Ａ 校 Ｂ

７－１４
１６ ２２

９－ ８ ５－１２
１６ １５

１１－ ３

女子の部 横須賀大津高校

横須賀学院高校 － 横須賀大津高校

中学男子の部

池上中学校 不入斗中学校 鎌倉学園中学校
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ハンドボールのルール（レフェリーのジェスチャー）

● 反則が行われたとき、レフェリーは次のようなジェスチャーで、どのような反則が行われたかを示し

ます。その後のプレーは相手側のフリースローで再開されます。明らかな得点チャンスのときに反則が

行われた場合は、相手側に７メートルスローが与えられます。

プッシング ホールディング

相手を押したりする 相手をつかんだり おさえたりする。

ダブルドリブル パッシブプレイ

ドリブルしたボールを持っ パスやドリブルをくり返し チャージング
て再びドリブルする。 シュートを打たない消極的なプレイ。 相手にぶつかること。

ハッキング オーバーステップ

相手の手や腕をたたく。 ボールを持って４歩以

上歩くこと 。

オーバタイム

ボールを３秒以上

持っていりこと.

ラインクロス

プレイヤーがゴールエリア

内に（斜線の部分）に進入すること。

● 退場（２分間出場停止）

相手に対するファールやスポーツマンシップに反する行為

がくり返されたとき、プレイヤーは２分間出場停止となる。

● 警告（イエローカード）

相手に対するファールやスポーツマンシップに反する行為

に対して科せられ、プレイヤーにはｌ回、チームには３回が

限度である。それを越えると退場となる。

● 失格（レツドカード）

３回目の退場や重大な違反に対して科せられプレイヤーは

ベンチを去らなければならない。
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協会創立４０周年記念大会招待試合

時 間：１０００～１２００

場 所：横須賀市南体育館

対戦チーム：自衛隊久里浜 ＶＳ 横浜商科大学（関東学生２部リーグ）

審 判 員：白坂 篤哉（横須賀市協会）、中村 久（横浜市協会）

オフシャル：少年工科学校ハンドボール部

チーム名 自衛隊久里浜ハンドボール部 チーム名 横浜商科大学ハンドボール部

部 長 児玉 忠三郎 部 長 鈴木 英夫

総 監 督 鈴木 郁生 副 部 長 岡本 恭一

監 督 菅野 俊雄 総 監 督 田中 行雄

コ ー チ 白坂 篤哉 友利 幸順 監 督 明石 康宏

主 務 江藤 裕樹 主 務

主 将 黒木 秀吾 主 将

ＮＯ 氏 名 年齢 出 身 校 ＮＯ 氏 名 学年 出 身 校

１ 太田 考一 １９ 横須賀学院高校 １ 佐藤 洋志 １ 横浜商大高校

２ 木下 博和 ２３ 湘 南 高 校 ２ 秋山 幸範 １ 横浜商工高校

３ 山崎 圭太 １８ 湘 南 高 校 ３ 滝上 元基 １ 富岡実業高校

４ 田代 教雄 １９ 横須賀学院高校 ４ 宮崎 浩樹 １ 向 上 高 校

５ 黒木 秀吾 ３０ 湘 南 高 校 ５ 溝渕 勇雄 ２ 湘南工科高校

６ 和田 康介 ２６ 横浜商科大学 ６

７ 細谷 満男 ２５ 横浜商科大学 ７ 深津 準一 ４ 前橋商業高校

８ 津金 清孝 １９ 吉 井 高 校 ８ 村中 大介 ４ 横浜商工高校

９ 星 憲児 １９ 横須賀学院高校 ９ 飯島 英司 ４ 横浜商工高校

１０ 松村 英輝 ２３ 湘 南 高 校 １０ 竹内 利宣 ４ 横浜商大高校

１１ 丸太 和重 ３２ 湘 南 高 校 １１ 三浦 秀士 ３ 北 村 山 高 校

１２ 黒木 龍二 ３３ 湘 南 高 校 １２ 矢野 正人 ３ 富岡実業高校

１３ 江藤 裕樹 ２６ 豊 田 北 高 校 １３ 五十嵐 亘 ２ 中 越 高 校

１４ 中根 広之 ３２ 八 郷 高 校 １４

１５ 南 秀憲 ２７ 湘 南 高 校 １５

１６ 中村 安芸 ３０ 湘 南 高 校 １６



- 15 -

協会創立４０周年記念式典

時 間：１７００～１９００

場 所：よこすか平安閣

式 次 第

１ 開会のことば

２ 会長挨拶

３ 来賓祝辞

４ 感謝状（楯）贈呈並びに表彰

◎感謝状（楯）

陸上自衛隊久里浜駐屯地 陸上自衛隊武山駐屯地 海上自衛隊第２術科学校

海上自衛隊横須賀教育隊 横須賀市立池上中学校

◎団体表彰（協会創設時からの功績）

陸上自衛隊久里浜 防衛大学校 横須賀大津高等学校 三浦高等学校

陸上自衛隊少年工科学校

◎団体表彰（永年にわたる協会協力に対する功績）

一般男子

黒船ニサビーズ 自衛隊横須賀病院 神奈川歯科大学

住友重機株式会社 海上自衛隊第１護衛隊群

高校男子

横須賀学院高等学校

中学男子

横須賀市立池上中学校

◎個人表彰

金子 忠博 鈴木 郁生 菅野 俊雄 白坂 篤哉 福元 司

舛谷 元 黒木 龍二

勝山 章 金丸 哲也 藤本登志雄 大谷 馨 茂木 信道

友利 幸順 中根 広之 黒木 秀吾

５ 祝賀会食

６ 乾 杯

７ 閉会のことば
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横須賀市ハンドボール協会のあゆみ

１ 設立の背景と設立時の動き

昭和２１年 ・秋、県下に先がけて横須賀大津高女（現横須賀大津高校）にハンドボールのクラブが誕生

(1946) し、横須賀市にハンドボールの歩みが始まった。

昭和２２年 ・夏、横須賀大津高女子が平塚江南高女子とともに県代表として、第１回東日本中学校送球

(1947) 選手権大会に参加した。

・また、同年秋には三浦学苑（現三浦高校）にもハンドボールのクラブが誕生した。

昭和３１年 ・一般男子自衛隊久里浜クラブが誕生し、県下各大会に出場し活躍した。

(1956)

昭和３３年 ・国民体育大会県予選大会に優勝した自衛隊久里浜チームが主力となって、本市から監督に

(1958) 財部重彦、選手に渾田、西山、佐々木、佐藤、片渕、ほかに防大生２名が加わり「全神奈川」

チームを編成し、第１３回国民体育大会（富山県氷見市）に出場健闘した（以上『神奈川県

体育史』より）。

・このころ 防衛大学校ハンドボール部が、大学１部で活躍していた。

昭和３４年 ・１１月、横須賀大津高校において、協会設立準備委員会（発起人 橋本善次、財部重彦、

(1959) 樽井栄子、田中軍次、渾田賢昭、西山逸成）らをもって、同年１２月、林信雄を初代会長に、

樽井栄子を初代理事長に選出し、事務局を横須賀大津高校に設置し、横須賀市ハンドボール

協会が発足誕生した。

昭和３５年 ・1月２５日、協会発足を記して初めての大会を、横須賀市体育会館（久里浜）において室内

(1960) 大会を開催した。この大会に参加したチ一ムは、一般男子4チーム、高校男子３チーム、女子

チームの計９チームであった。

２ 設立後の歩み

昭和３５年 ・４月１７日、協会主催春季大会を市立工業高校グランドにおいて一般男女、高校男女の１

(1960) ０チ一ムが参加して開催した。

・６月、神奈川県春季ハンドボールが、自衛隊久里浜グランドにおいて行われ本市から出場

した高校男子の部の自衛隊生徒(久里浜）が初出場で堂々第３位に入賞し絶讃を受けた。

・７月、世界選手権大会第２位の実績もつルーマニアチームが来日、横浜市三ッ沢球技場に

おいて、県下優秀選手によりなる「全神奈川」チームを編成し、神奈川県として初めて外国

チームと対戦した。この「全神奈川」チームに本協会から、監督に財部重彦、コーチ西山、

主将佐々木、選手に宮下、井上、小川、本田らが出湯し健闘した。

昭和３７年 ・この年から、事務局を陸上自衛隊通信学校（久里浜部隊）内に移し２代目理事長に菅原護

(1962) 男を選出し、役員（理事）も改選により一新し更に協会の充実発展を期す努力した。

・協会加盟団体も逐次増加し、協会が主催する大会も、春季、秋季、室内の選手権及び市民

体育大会ハンドボール競技の４つの大会を協会年間行事として定着した。

昭和３８年 ・ハンドボールは国際情勢から、１１人制よりスピード感にあふれ、スリルに富み、手軽に

(1963) ゲームができる７人制への切り換えが話題となっていたが、この年１１人制が廃止され、７

入制に１本化した。

◎11人制はフィールド競技で、サッカーと同じ競技場とゴールポストであった。

◎７人制は、従来室内競技として行われていた。
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・いよいよ７人制に移行と決定され、新しい段階を迎え、協会として県協会が実施した講習

会に役員（指導部及び審判員）を参加させ、競技規則、指導技術、審判技術を受講し、早速

協会加盟団体を対象に講習会、及び研修会を実施し、その普及徹底を図り努力した。また、

この機に、市教育委員会の要請により、市内中学校の体育指導専門の教師を対象に不入斗中

学校において「技術指導講習会」を実施した。

・こうして７人制への移行により、

（１）競技場が狭くなってスピーディーなゲーム展開となったこと。

（２）審判が２人制になったこと。

が大きな特色であり、これがため審判員不足が深刻な問題となり、大会運営に支障を生じ、

２～３試合連続の審判を担当しなければならないという苛酷なスケジュールも余儀なくされ、

審判員の増員拡充が急務となって来たので、県協会審判部長を講師に招へいし、講習会及び

研修会などを重ね、公認審判員の資格を取得し、その後の県協会主催の県下各大会の審判員

として積極的に参加し、大会運営と県協会の発展に協力し、併せて審判技術向上に努力、本

協会が主催する各大会も順調に運営することができるようになった。

昭和３９年 ・東京オリンピック大会が終わり、その年の瀬を迎えた１２月、かねて入院加療中の林信雄

(1964) 会長が逝去され、協会関係者は深い悲しみに沈んだ。後任に、副会長の能勢省吾が２代目会

長に就任した。

昭和４１年 ・第１２回関東高校ハンドボール選手権大会（川崎市）に横須賀大津高校女子が参加した。

(1966)

昭和４２年 ・第１３回関東高校ハンドボール選手権大会（富岡市）に横須賀大津高校女子が参加した。

(19687

昭和４３年 ・4月、菅原理事長が転勤となり、後任に常任理事の藤原幸介が３代目理事長となる。

(1968)

昭和４４年 ・市内中学校、高等学校及び海上自衛隊の基地あるいは艦船からの講師派遣の依頼により、

(1969) 協会から指導者を派遣し、ハンドボール技術及び審判要領の指導に当たった。それ以後、特

に海上自衛隊において熱心に強化普及が進められて、協会加盟及び大会参加チームが年々増

加し、協会の充実発展に大きな役割を果たしているが、自衛隊は特殊な任務行動の事情があ

り、また指導者や主力選手の転勤などのため年間を通じての大会に出場できないことがあり

残念である。

昭和４５年 ・協会の年間行事として講習会を開催し、ハンドボールの底辺拡大を目ざし、基礎技術及び

(1970) 競技力の向上、指導者の養成、審判要領及び技術の向上、審判員の育成に積極的に努力した。

昭和５０年 ・1月、協会創立１５周年記念式典と大会を久里浜体育館において、市体育協会会長、副会長、

(1975) 教育長、県協会理事長並びに協会発足当時の役員、協会加盟団体の所属長など多数の御来賓

を得て盛大に挙行した。

・ハンドボール全般のレベルアップを目ざし、夏休みの中に久里浜体育館において、日本リ

ーグの大崎電気から現役選手を講師に招へいして講習会を開催し、その成果は、県下各大会

において高校チームが、また、一般チームは県実業団大会、全日本自衛隊大会などに参加し、

年毎に上位に躍進する等好成績を挙げ高く評価されてきた。

昭和５１年 ・能勢会長が公務多忙のため辞任、後任に協会顧問の井料克己が第３代会長に就任した。

(1976)
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昭和５５年 ・２月、協会創立２０周年記念式典と大会を、新装なった横須賀市総合体育会館において、

(1980) 横山市長、高橋体協会長、渡辺、若命両体協副会長、奥山教育長、澤田体育課長、県協会佐

分副理事長ほか各種目協会会長、理事長など多数の御来席を得て盛大に挙行した。この式典

において、多年にわたり協会発展に協力頂いた団体に感謝状を、協会発展に尽力した役員に

表彰状を授与した。

・第２６回関東高校ハンドボール選手権大会（甲府市）に神奈川県代表として横須賀学院高

校男子が出場した。

昭和５７年 ・２月、第１３回全日本実業団男子トーナメント大会（愛知県刈谷市）に自衛隊久里浜が出

(1982) 場した。

・３月、自衛隊久里浜が全日本実業団男子トーナメント大会の参加の功績により横須賀市ス

ポーツ栄光賞を受賞した。

・４月、金子常任理事が副理事長に就任した。

昭和５９年 ・２月、第１５回全日本実業団男子トーナメント大会（大分県別府市）に、全日本自衛隊連

(1984) 盟代表として、自衛隊久里浜が出場した。

・１１月、県下高校新人戦ハドボール競技において、横須賀大津高校女子が決勝戦に進出し、

川崎北高校と対戦、６対５で辛勝し、２０年ぶり２度目の優勝を飾った。

昭和６０年 ・２月、第１６回全日本実業団男子トーナメント大会（京都府）に自衛隊久里浜が出場し念

(1985) 願の全国大会１回戦突破を果たした。

昭和６１年 ・２月、第１７回全日本実業団男子トーナメント大会（仙台市）に自衛隊久里浜が出場した。

(1986)

昭和６２年 ・１０月、第１９回全自衛隊大会に陸自久里浜が出場し準優勝した。

(1987)

昭和６３年 ・２月、第１９回全日本実業団男子トーナメント大会（愛知県名古屋市）に自衛隊久里浜が

(1988) 出場した。

平成元年 ・２月、第２０回全日本実業団男子トーナメント大会（大阪市）に自衛隊久里浜が出場した。

(1989) ・１２月３日、協会創立３０周年記念式典と大会を横須賀市総合体育館および久里浜体育館

において、市体育協会会長、副会長、教育長、県協会理事長並びに協会発足当時の役員、協

会加盟団体の所属長など多数の御来賓を得て盛大に挙行した。

◎ 大会優勝チーム 成年男子：みかさクラブ

高校男子：横須賀学院高校

中学男子：横須賀学院中学校

女 子：横須賀大津高校

◎ 協会役員

名誉会長 小泉純一郎 常任理事 鈴木 郁生

会 長 井料 克己 同 安留 陽一

副 会 長 財部 重彦 同 舛谷 元

同 田中 軍次 同 岩間 節夫

同 西山 逸成 同 白井 春雄

顧 問 澤田 賢昭 同 飯田 昭治

理 事 長 藤原 幸介 同 池端 啓治

副理事長 金子 忠博 監 事 坂梨 睦興

常任理事 浅木建十郎 同 小柴 英雄
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平成２年 ・１０月、新規に第１回全自衛隊ハンドボール大会が朝霞の体育学校で開催され陸自久里浜

(1990) が準優勝した。

平成３年 ・２月、第２２回全日本実業団男子トーナメント大会（山口県岩国市）に自衛隊久里浜が出

(1991) 場した。（過去９回出場）

・９月、第２回全自衛隊ハンドボール大会が朝霞の体育学校で開催され陸自久里浜は第３位

に、少年工科学校が生徒対抗戦で優勝した。

・５月、全国高校選手権大会県予選で横須賀学院高校はベスト８（１１０チーム）に輝いた。

・協会主催の大会結果

春 季 大 会 市 民 大 会 選手権大会

一般男子 陸自久里浜Ａ 陸自久里浜Ａ 陸自久里浜Ａ

高校男子 横須賀学院高校 横須賀学院高校 横須賀学院高校

中学男子 横須賀学院中学 横須賀学院中学Ｂ 横須賀学院中学Ａ

女 子 横須賀大津高校 横須賀学院高校 横須賀大津高校

平成４年 ・一般男子の春季大会を前期リーグ、選手権大会を後期リーグとし２部制でスタートした

・１月、全国選抜県予選で横須賀学院高校は３位（１０３チーム）

(1992) ・４月、鈴木常任理事が副理事長に就任した。

・横須賀学院高校は４月の関東大会県予選で準優勝（１０７チーム）、６月の地元で行われた

関東大会に１２年ぶり２回目の出場をした。また、６月の全国大会県予選でも決勝で横浜商

工に１６対２１で惜敗し準優勝、１１月の県新人戦で４位（３９チーム）に輝いた。

・９月、第３回全自衛隊ハンドボール大会が朝霞の体育学校で開催され少年工科学校が生徒

対抗戦で優勝した。また、陸自久里浜が第１６回関東実業団において２部で準優勝した。

・協会主催の大会結果

春 季 大 会 市 民 大 会 選手権大会

高校男子 横須賀学院高校 横須賀学院高校 横須賀学院高校

中学男子 池上中学校Ａ 池上中学校Ａ 池上中学校Ｃ

女 子 横須賀学院高校 横須賀学院高校 横須賀大津高校

一般男子 前期リーグ戦 市 民 大 会 後期リーグ戦

１ 部 海自教育隊 陸自久里浜Ａ 陸自久里浜Ａ

２ 部 陸自久里浜Ｂ みかさクラブ

平成５年 ・１１月、第４回全自衛隊ハンドボール大会が朝霞の体育学校で開催され陸自久里浜が初優

(1993) 勝した。

・協会主催の大会結果

春 季 大 会 市 民 大 会 選手権大会

高校男子 横須賀学院高校Ａ 横須賀学院高校 横須賀学院高校

中学男子 池上中学校Ａ 横須賀学院中学 池上中学校Ｃ

女 子 横須賀学院高校 横須賀大津高校 陸自久里浜

一般男子 前期リーグ戦 市 民 大 会 後期リーグ戦

１ 部 陸自久里浜Ａ 陸自久里浜Ａ 陸自久里浜Ａ

２ 部 防衛大学校 小原台クラブ
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平成６年 ・第４代目の理事長に金子副理事長が就任した。

(1994) ・協会新役員

名誉会長 小泉純一郎 常 総 務 浅木建十郎 安留 陽一 岩間 節雄

会 長 井料 克己 飯田 昭治

副 会 長 西山 逸成 任 審 判 部 長 白坂 篤哉

藤原 幸介 副 審 判 部 長 本塚 光二 伊藤 東作 仲亀 啓行

顧 問 財部 重彦 理 中学強化部長 池端 啓治

澤田 賢昭 成年強化部長 西山 芳樹

理 事 長 金子 忠博 事 成 年 強 化 部 勝山 章 松尾 邦寛

副理事長 鈴木 郁生 高 校 強 化 部 高橋 竹治 東山 晃

菅野 俊雄 事 務 局 黒木 龍二

監 事 福元 司

舛谷 元

・横須賀学院高校は１月の全国選抜県予選、５月の全国大会県予選、１０月の県新人戦にお

いてそれぞれの大会でベスト８に輝いた。

・１２月、陸自久里浜が県実業団大会で準優勝した。

・協会主催の大会結果

春 季 大 会 市 民 大 会 選手権大会

高校男子 逗子高校 横須賀学院高校 横須賀学院高校

中学男子 池上中学校Ａ 池上中学校Ｂ 池上中学校Ａ

女 子 横須賀大津高校 陸自久里浜

一般男子 前期リーグ戦 市 民 大 会 後期リーグ戦

１ 部 陸自久里浜Ａ 陸自久里浜Ａ 陸自久里浜Ａ

２ 部 神奈川歯科大 稲岡クラブ

平成７年 ・チームの増加に伴い一般男子はリーグ戦を３部制とした。

(1995) ・菅野、白坂の両名が公認審判のＢ級試験を受験し合格した。

・２月、第５回全自衛隊ハンドボール大会が朝霞の体育学校で開催され陸自久里浜が優勝し

２連覇を達成、海自横須賀が第３位、生徒対抗戦で少年工科学校が優勝した。

・９月、第６回全自衛隊ハンドボール大会が朝霞の体育学校で開催され陸自久里浜が準優勝

生徒対抗戦で少年工科学校が優勝した。

・横須賀学院高校は１月の全国選抜予選で３位、５月の関東大会県予選で第３位（１０３チ

ーム）になり６月、山梨県塩山市で行われた関東大会に３年ぶり３回目の出場しベスト１６

に入った。また、６月の全国大会県予選で準優勝（１００チーム）、１１月の県新人戦では

ベスト４（３６チーム）に輝いた。

・協会主催の大会結果

春 季 大 会 市 民 大 会 選手権大会

高校男子 少年工科学校Ｃ 横須賀学院高校Ａ 横須賀学院高校 A

中学男子 池上中学校Ａ 池上中学校 A 池上中学校Ａ

女 子 陸自久里浜 逗子高校 陸自久里浜

一般男子 前期リーグ戦 市 民 大 会 後期リーグ戦

１ 部 陸自久里浜Ａ 陸自久里浜Ａ

２ 部 防衛大学校 陸自久里浜Ａ 防衛大学校Ｂ

３ 部 第２術科学校 みかさクラブ
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平成８年 ・１月、県ジュニア選手権大会において池上中学校がみごと準優勝をした。

(1996) ・８月、第１回神奈川県５市協会対抗ハンドボール競技会（相模原体育館）において、当協

会（陸自久里浜）が準優勝した

・１１月、第７回全自衛隊ハンドボール大会が朝霞の体育学校で開催され陸自久里浜が２年

ぶり３度目の優勝をした。

・横須賀学院高校は１月の全国選抜予選で３位、４月の関東大会県予選で第３位（１００チ

ーム）になり６月、東京で行われた関東大会に２年連続４回目の出場をした。また、６月の

全国大会県予選で準優勝（１０１チーム）、１１月の県新人戦ではベスト４（２９チーム）に

輝いた。

・協会主催の大会結果

春 季 大 会 市 民 大 会 選手権大会

高校男子 横須賀学院高校Ａ 横須賀学院高校Ａ 横須賀学院高校

中学男子 池上中学校Ａ 池上中学校 A 神明中学校Ａ

女 子 陸自久里浜

一般男子 前期リーグ戦 市 民 大 会 後期リーグ戦

１ 部 陸自久里浜Ａ みかさクラブ

２ 部 陸自久里浜Ｃ 陸自久里浜Ａ 防衛大学校Ｂ

３ 部 第２術科学校Ｂ 第１護衛艦隊群

平成９年 ・２月、横須賀市スポーツ栄光賞に団体で陸自久里浜、横須賀学院高校、個人で金丸哲也（三

(1997) 浦高校）山崎博樹（県立永谷高校）八尾敦子（大津中学）が受賞した。

・７月、県中学総合体育会において池上中学校が第３位に輝いた。

・８月、第２回ジャパンオープントーナメント（リハーサル国体）が地元神奈川県で開催さ

れ、大会役員に金子理事長、鈴木副理事長以下協会の役員で競技役員を菅野、白坂の両名が

審判員として大会を支えた。また、成年男子に石井望（横須賀学院高校出身、現コーチ）が

神奈川県成年男子の選手として出場した。

・陸自久里浜は９月の神奈川県立体育センターで行われた第２１回関東実業団選手権大会の

２部で優勝しチャレンジカップの代表権を得た。また、第８回全自衛隊ハンドボール大会が

朝霞の体育学校で開催され準優勝した。

・横須賀学院高校は１月の全国選抜予選で３位、５月の関東大会県予選でベスト８（９０チ

ーム）６月の全国大会県予選で準優勝（１０１チーム）、１１月の県新人戦で準優勝（３６チ

ーム）に輝いた。

・協会主催の大会結果

春 季 大 会 市 民 大 会 選手権大会

高校男子 横須賀学院高校 横須賀学院高校

中学男子 池上中学校Ａ 池上中学校 A 池上中学校Ａ

女 子 海自横須賀 横須賀学院高校

一般男子 前期リーグ戦 市 民 大 会 後期リーグ戦

１ 部 陸自久里浜Ａ 陸自久里浜Ａ

２ 部 第１護衛艦隊群 陸自久里浜Ａ 海自横須賀

３ 部 横須賀病院 黒船ニサビーズ
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平成１０年 ・２月、横須賀市スポーツ栄光賞を陸自久里浜が受賞した。

(1998) ・６月、第４４回関東高等学校ハンドボール選手権大会が川崎で開催され、役員では金子理

事長が大会副委員長、菅野、白坂の両名が審判員としてまた、高橋監督（理事）率いる横須

賀学院高校（神奈川５位）が出場した。

・８月２日、第３回５市対抗大会（藤沢秋葉台）で当協会（自衛隊久里浜）は３位になった。

・８月、第４１回全日本教職員ハンドボール選手権大会が福島県で開催され 、県教員選手と

して金丸常任理事が出場した。また、菅野、白坂の両名が公認審判のＡ級試験を受験し合格

した。

・９月、第２２回関東実業団大会において陸自久里浜が２部の部で優勝し、チャレンジカッ

プの代表権を得た。

・１０月、第５３回国民体育大会「かながわ・ゆめ国体」が地元神奈川で開催された。本協

会から金子理事長、高橋理事が国体競技副委員長として、また、鈴木副理事長以下で競技役

員として大会を支えた。また、成年男子に石井望（横須賀学院高校出身、現コーチ）が神奈

川県成年男子の選手として出場した。

・横須賀学院高校は１月の全国選抜予選で準優勝、５月の関東大会県予選で５位（８６チー

ム）となり６月の地元川崎で開催された関東大会に２年ぶり５回目の出場をしベスト１６に

なった。また、６月の全国大会県予選でベスト８（８９チーム）、１１月の県新人戦でべスト

８（３６チーム）に輝いた。

・協会主催の大会結果

春 季 大 会 市 民 大 会 選手権大会

高校男子 少年工科学校Ａ 横須賀学院高校 横須賀学院高校

中学男子 池上中学校Ａ 池上中学校 A 池上中学校Ａ

女 子 海自横須賀 横須賀学院高校

一般男子 前期リーグ戦 市 民 大 会 後期リーグ戦

１ 部 みかさクラブ みかさクラブ

２ 部 神奈川歯科大学 陸自久里浜Ｂ 海自横須賀

３ 部 横須賀病院 第２術科学校Ｂ

平成１１年 ・２月、岩国市総合体育で行われた全日本実業団ハンドボールチャレンジ”９９に陸自久里

(1999) 浜と海自横須賀が出場した。また、同大会の参加の功績により横須賀市スポーツ栄光賞を受

賞した。

・６月、神奈川県立センターで行われた第２９回関東クラブハンドボール選手大会、第４回

関東社会人ハンドボール選手権大会に、大会役員として金子理事長以下５名、審判員として

菅野、白坂両名が参加した。

・８月、第４回神奈川県５市対抗ハンドボール大会が横浜協会主管で平沼記念体育館で開催

され本協会から陸自久里浜とみかさクラブの合同チームで参加した。

・９月、陸自久里浜は茨城県水海道市で行われた第２３回関東実業団大会に出場し準優勝し

全日本実業団ハンドボールチャレンジ”２０００の出場権を得た。また、自衛隊体育学校（朝

霞）で開催された第１０回全自衛隊ハンドボール大会では３年ぶり４度目の優勝し全自衛隊

連盟から永年の功績に対し表彰された。
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・１０月、第５４回国民体育大会（熊本市）で県代表の成年男子に石井望（現横須賀学院高

校出身、現コーチ）、少年男子に、名門横浜商工高校の一員として三谷信吾（池上中学出身）、

本橋正規（不入斗中学出身）が出場し活躍した。

・横須賀学院高校は１月の全国選抜予選でベスト８、５月の関東大会県予選で３位（８１チ

ーム）となり６月の茨城県麻生町で開催された関東大会に２年連続６回目の出場をしベスト

１６になった。また、６月の全国大会県予選でベスト８（８２チーム）、１１月の県新人戦で

第３位（７９チーム）に輝いた。

・１１月２８日、神奈川県第１回マスターズ交流会（３５才以上）が横浜国際プールで行わ

れ当協会（自衛隊久里浜）は準優勝した。また、陸自久里浜は、県秋季大会及びにおいて準

優勝した。

・協会主催の大会結果

春 季 大 会 市 民 大 会 ４０周年記念大会

高校男子 横須賀学院高校 横須賀学院高校 横須賀学院高校

中学男子 池上中学校Ａ 池上中学校 A

女 子 横須賀学院高校

一般男子 前期リーグ戦 市 民 大 会 後期リーグ戦

１ 部 みかさクラブ

２ 部 防衛大学校Ａ 陸自久里浜Ａ

３ 部 第２術科学校

平成１２年 ・２月、協会創立４０周記念大会開催

(2000)
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文部大臣体育功労者

財 部 重 彦 県、市協会顧問 （平成５年）

神奈川県体育功労賞受賞者

林 信 雄（故人） 初 代 会 長 （昭和３９年）

財 部 重 彦 県、市協会顧問 （昭和５２年）（ 平 成 元 年 ）

藤 原 幸 介 副 会 長 （平成５年）

横須賀市体育功労賞受賞者

能 勢 省 吾（故人） ２ 代 会 長 （昭和４７年）

財 部 重 彦 県、市協会顧問 （昭和４８年）

田 中 軍 次（故人） 元 、 副 会 長 （昭和４９年）

藤 原 幸 介 副 会 長 （昭和５１年）

小 林 達 也（故人） 元、常任理事 （昭和５３年）

出 水 浩 （故人） 元、副理事長 （昭和５５年）

安 留 陽 一 参 与 （昭和６３年）

福 元 司 監 事 （ 〃 ）

井 料 克 己 会 長 （平成元年）

舛 谷 元 監 事 （ 〃 ）

白 井 春 雄 元、常任理事 （平成２年）

浅 木 建十郎 参 与 （平成３年）

鈴 木 郁 生 副 理 事 長 （平成４年）

金 子 忠 博 理 事 長 （平成５年）

飯 田 昭 治 常 任 理 事 （平成６年）

岩 間 節 雄 元、常任理事 （平成７年）

松 尾 邦 寛 参 与 （平成８年）

高 橋 竹 治 理 事 （平成１０年）

日本ハンドボール協会公認審判員

Ａ 級 菅 野 俊 雄 白 坂 篤 哉

Ｂ 級（終身審判員認定） 藤 原 幸 介

Ｃ 級 福 元 司 舛 谷 元 金 子 忠 博

鈴 木 郁 生 本 塚 光 二 金 丸 哲 也

仲 亀 啓 行 伊 藤 東 作 西 山 芳 樹

黒 木 龍 二 黒 木 秀 吾

Ｄ 級 浅 木 建十郎 高 橋 竹 治 池 端 啓 治

勝 山 章 藤 本 登志雄 棚 木 哲 也

市 川 嘉 久 斉 藤 正 則 神 田 操

和 田 康 介 細 谷 満 男
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横須賀市ハンドボール協会加盟チーム（成年男子）

チーム名 海自 横須賀 チーム名 海自２術校 チーム名 神奈川歯科大学

責 任 者 市川 嘉久 責 任 者 藤本 登志夫 責 任 者

主 将 小野寺 美徳 主 将 主 将 長谷川 博一

ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢

１ 柵木 哲也 ３４ １ 野口 典一 ４４ １ 若林 孝明 ２１

２ 土屋 崇 ２２ ２ 藤本 登志夫 ４３ ２ 柳川 隆司 ２３

３ 後藤 大志 １９ ３ 勝山 章 ４６ ３ 小林 英史 ２３

４ 村上 剛士 ２１ ４ 猪俣 勝則 ３８ ４ 小林 周央 ２１

５ 市川 嘉久 ３４ ５ 清水 一己 ３２ ５ 土屋 新太郎 １９

６ 中島 勝彦 ３０ ６ 鬼塚 安次 ３６ ６ 田村 大和 １９

７ 森田 康裕 ３０ ７ 畑内 広幸 ３３ ７ 石渡 研士 ２０

８ 寺田 健治 ２９ ８ 夏木 幸一郎 ３１ ８

９ 小野寺 美徳 ２４ ９ 寺迫 鋭吾 ３０ ９

１０ 安田 武史 ２０ １０ 内田 博幸 ２８ １０

１１ 丸山 利幸 ３６ １１ 剣持 秀明 ３３ １１ 鈴木 洋祐 ２０

１２ 香月 信一 ３４ １２ 小久保 秀作 ２８ １２

１３ 桑原 誠一郎 ４２ １３ 早川 学 １９ １３ 長谷川 博一 ２２

１４ 岩塚 英治 ３４ １４ 松本 章 ２０ １４ 後藤 大 ２１

１５ 秋元 孝和 ３０ １５ 西山 芳樹 ３７ １５ 小林 武仁 ２１

１６ 外山 祐次 ２３ １６ 伊佐 武士 ２７ １６ 吉田 大輔 ２４

１７ 馬場 啓輔 ２２ １７ 岩淵 清道 ２８ １７ 副島 太悟 ２１

１８ 井上 昌宏 ４２ １８ 赤間 仁 ２７ １８ 鈴木 泰聡 ２２

１９ 佐々木 寛大 ２２ １９ 渡辺 一夫 ３４ １９

２０ 紺野 洋平 １８ ２０ 宮崎 勲 ３２ ２０

２１ 辻 可奈子 ２４ ２１ 河野 剛志 ２９ ２１

２２ 坂田 将勝 ３０ ２２ 増田 英介 ２１ ２２

２３ 寺沢 健治 ２９ ２３ 渋川 隆 ２３ ２３

２４ 桑原 誠一郎 ４２ ２４ 風能 祐介 ２０ ２４

２５ 高橋 一勝 ２８ ２５ 岸田 広志 ３１ ２５

２６ 二瓶 隆士 ２１ ２６ 高橋 一勝 ２７ ２６

２７ 加藤 規将 １８ ２７ 斎藤 大作 ２１ ２７

２８ 池添 航平 １８ ２８ 吉田 直矢 １９ ２８

２９ 渡嘉敷 一樹 １９ ２９ 新倉 浩二 ２３ ２９

３０ 二階堂 淳 ２３ ３０ 小野 公広 ２６ ３０

３１ ３１ 原田 孝史 ２８ ３１

３２ ３２ 信田 大介 ２０ ３２

３３ ３３ 永高 誠一 ２４ ３３

３４ ３４ 清水 伸介 ３６ ３４
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チーム名 自衛隊久里浜Ａ チーム名 自衛隊久里浜Ｂ チーム名 黒船ニサビーズ

責 任 者 菅野 俊雄 責任者 菅野 俊雄 責 任 者 相沢 秋洋

主 将 黒木 秀吾 主将 南 秀憲 主 将

ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢

１ 太田 考一 １９ １ １ 叶 芳明 ２５

２ 木下 博和 ２３ ２ 中村 政智 ４２ ２ 竹内 良一 ２８

３ 山崎 圭太 １８ ３ 江藤 祐樹 ２６ ３ 佐藤 幸二 ２８

４ 田代 教雄 １９ ４ 新堀 哲也 ２８ ４ 佐藤 竜也 ２６

５ 黒木 秀吾 ３０ ５ 當真 克典 ２８ ５ 八巻 一三男 ３１

６ 和田 康介 ２６ ６ ６ 青木 一樹 ２６

７ 細谷 満男 ２５ ７ 中村 安芸 ２９ ７ 相沢 秋洋 ２７

８ 津金 清孝 １９ ８ 白坂 篤哉 ４０ ８ 野村 智則 ２７

９ 星 憲児 １９ ９ 藤原 武則 ３８ ９ 千葉 伸一 ２９

１０ 松村 英輝 １０ 友利 幸順 ４１ １０ 岩崎 賢治 ２５

１１ １１ 菅野 俊雄 ４２ １１ 寺井 正樹 ２７

１２ １２ 黒木 龍二 ３３ １２ 神林 博昭 ２８

１３ １３ 梅田 将 ３６ １３

１４ １４ 丸田 和重 ３２ １４ 伊藤 信之 ３０

１５ １５ 中根 広之 ３２ １５

１６ １６ １６

１７ １７ １７

１８ １８ １８

１９ １９ １９

２０ ２０ ２０

２１ ２１ ２１

２２ ２２ ２２

２３ ２３ ２３

２４ ２４ ２４

２５ ２５ ２５

２６ ２６ ２６

２７ ２７ ２７

２８ ２８ ２８

２９ ２９ ２９

３０ ３０ ３０
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チーム名 防衛大学校Ａ チーム名 防衛大学校Ｂ チーム名 住友重機

責 任 者 宮崎 創一郎 責 任 者 宮崎 創一郎 責 任 者 村上 恭二

主 将 堀内 智治 主 将 宮内 修嗣 主 将 石川 知朗

ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢

１ 守屋 圭一郎 ２１ １ 宮内 修嗣 ２１ １ 中島 達哉 ３５

２ ２ 浜口 祐樹 ２０ ２ 石川 知朗 ２９

３ 太田 洋介 ２１ ３ ３ 村上 恭二 ３３

４ 松田 清英 ４ 東島 一嘉 １９ ４ 宝剱 隆雪 ２５

５ 高橋 裕 ２０ ５ 古屋 正樹 ２０ ５ 藤本 朗 ３８

６ 原田 展克 ２０ ６ ６ 中村 俊一 ２６

７ 上入佐 博貴 ２３ ７ 池田 大典 １９ ７ 河野 行宏 ２５

８ ８ 森田 悟 ２１ ８ 中尾 康大 ２９

９ 堀内 智治 ２１ ９ ９ 中村 豊 ２６

１０ 吉田 昌幸 １９ １０ 得永 健 ２３ １０ 今関 直矢 ２１

１１ 早田 知弘 ２２ １１ １１ 竹内 貴博 ２７

１２ 宮崎 創一郎 ２１ １２ １２ 谷川 文章 ３５

１３ １３ 山野井 力 １９ １３

１４ 白坂 一 ２１ １４ 山本 剛裕 ２１ １４

１５ 高島 純也 ２１ １５ １５

１６ 高畠 純也 ２０ １６ 上谷川 幸一 １９ １６

１７ １７ 澤田 壮一郎 １８ １７

１８ １８ １８

１９ １９ 西田 喜一 ２２ １９

２０ ２０ 井藤 庸平 ２２ ２０

２１ ２１ ２１

２２ ２２ ２２

２３ ２３ ２３

２４ ２４ ２４

２５ ２５ ２５

２６ ２６ ２６

２７ ２７ ２７

２８ ２８ ２８

２９ ２９ ２９

３０ ３０ ３０
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チーム名 稲岡クラブ チーム名 横須賀病院 チーム名 第１護衛隊群

責 任 者 茂木 信道 責 任 者 吉山 隆二 責 任 者 奥村 和秋

主 将 同 上 主 将 大門 真治 主 将 斎藤 正典

ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢

１ 小山 征哉 ３１ １ 吉山 隆二 ４１ １ 喜多 正成 ２９

２ 茂木 信道 ３３ ２ 金丸 博人 ３６ ２ 利光 哲哉 ２６

３ 春日井 久文 ３０ ３ 大門 真治 ２４ ３ 西田 周市 ２４

４ 高野 孝治 ２９ ４ 和田 真吾 ２３ ４ 徳田 信也 ２５

５ 小柴 哲也 ３０ ５ 内原 博之 ２４ ５ 稲葉 英智 ３１

６ 鳥居 圭司 ３３ ６ 梯 哲也 ２１ ６ 吉田 昌史 ２２

７ 金子 慎一郎 ２７ ７ 小島 佑介 ２２ ７ 斎藤 正典 ２７

８ 宮内 隆一郎 ２７ ８ 大森 茂樹 ２５ ８ 深瀬 勝 ２６

９ 山田 弘 ２５ ９ 松下 晋也 ２１ ９ 片岡 直樹 ２９

１０ 広沢 武治 ２５ １０ 武田 正樹 ２５ １０ 奥村 和秋 ３３

１１ 西沢 悟 ２４ １１ 細江 由幸 ２４ １１ 舟場 一紀 ２９

１２ 西尾 桂一郎 ２５ １２ 小山 壮飛 １９ １２ 大山 誠志 ２６

１３ 吉田 大輔 ２３ １３ 飯田 彰夫 ３０ １３ 石原 直勝 ２７

１４ 松尾 卓明 ３３ １４ 早川 達三郎 ２３ １４ 松下 栄 ３３

１５ 平久 忠輝 ２９ １５ 松井 信也 ２３ １５ 大塚 洋介 ２５

１６ 近藤 次郎 ３０ １６ 丸山 直樹 ２０ １６ 井上 昌宏 ４２

１７ 弓場 光泰 ２５ １７ 薙野 祐二 １９ １７ 玉城 昭仁 ２９

１８ １８ 大橋 幸樹 ２２ １８ 大倉 純 ２８

１９ １９ 渡辺 肇 ２８ １９ 内藤 弘樹 ２８

２０ ２０ 小田 健一 ２７ ２０ 松下 栄 ３３

２１ ２１ 下田 良一 ３１ ２１ 奥山 克也 ３７

２２ ２２ 江島 英臣 ３２ ２２ 望月 光彦 ２６

２３ ２３ 金子 修三 ３８ ２３ 鹿間 誠次 ２９

２４ ２４ 徳田 直人 ２７ ２４

２５ ２５ 中尾 浩士 ２４ ２５

２６ ２６ 金田 政寛 ２４ ２６

２７ ２７ 猿渡 透 ２４ ２７

２８ ２８ 中村 竜也 ３１ ２８

２９ ２９ 中里 清秀 ５１ ２９

３０ ３０ ３０
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チーム名 みかさクラブ チーム名 逗子クラブ チーム名 三浦クラブ

責 任 者 大谷 馨 責 任 者 泉水 秀幸 責 任 者 庄司 知宏

主 将 主 将 主 将

ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 年齢

１ 小林 敦 ３９ １ 七尾 １

２ 高橋 竹治 ４６ ２ 北村 ２

３ 平林 充博 ３３ ３ 小城 ３

４ 八尾 泰寛 ３０ ４ 森田 ４

５ 小野 敏正 ３０ ５ 高橋 ５

６ 石井 望 ２５ ６ 山口 ６

７ 大谷 馨 ３８ ７ 平井 ７

８ 飯田 章二 ３２ ８ 菊池 ８

９ 清水 純一 ２０ ９ 野地 ９

１０ 鈴木 信吾 ２０ １０ 泉水 １０

１１ 黒沢 貞夫 ３９ １１ 北村 １１

１２ 渡辺 裕昭 ３７ １２ １２

１３ 関 孝明 ３９ １３ １３

１４ 須貝 政則 ３８ １４ １４

１５ １５ １５

１６ １６ １６

１７ １７ １７

１８ １８ １８

１９ １９ １９

２０ ２０ ２０

２１ ２１ ２１

２２ ２２ ２２

２３ ２３ ２３

２４ ２４ ２４

２５ ２５ ２５

２６ ２６ ２６

２７ ２７ ２７

２８ ２８ ２８

２９ ２９ ２９

３０ ３０ ３０
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横須賀市ハンドボール協会加盟チーム（高校男子）

チーム名 横須賀学院高校 チーム名 鎌倉学園高校 チーム名 三浦高校

責 任 者 高橋 竹治 責 任 者 山田 敏雄 責 任 者 金丸 哲也

主 将 荒木 重行 主 将 堀 悠貴 主 将 谷田 友

ＮＯ 氏 名 学年 ＮＯ 氏 名 学年 ＮＯ 氏 名 学年

１ 内田 邦男 １ １ 堀 悠貴 ２ １ 寺尾 俊一 ２

２ 池野谷 宋二 ３ ２ 白石 祐一 ２ ２ 谷田 友 ３

３ 久野 亮一 ３ ３ 梅沢 寛朗 ２ ３ 秋本 浩信 ３

４ 工藤 大和 ３ ４ 小原 圭央 ２ ４ 野添 佑輔 ３

５ 工藤 武蔵 ３ ５ 三宅 大介 ２ ５ 臼井 勇人 ３

６ 金子 大裕 ３ ６ 安藤 翔 ２ ６

７ 橋本 竜太 ２ ７ 浜村 昴平 ２ ７

８ 荒木 重行 ２ ８ 清田 洋平 ２ ８ 松岡 登彦 ２

９ 高田 征男 ２ ９ 奥村 浩史 ２ ９ 楊箸 千季 ２

１０ 桜井 和明 ３ １０ 青柳 良太 ２ １０

１１ 小川 和志 ３ １１ 久保田 俊 １ １１

１２ 柳沢 俊成 ３ １２ 有野 聡 １ １２

１３ 佐藤 陽一 １ １３ 小根澤 雅徳 １ １３

１４ 兼任 信一 １ １４ 谷 秀晴 １ １４

１５ 黒田 洋平 １ １５ 大江 恭寛 １ １５

１６ 町田 大輔 ２ １６ 茂木 知宏 １ １６

１７ 庭場 雄一 １ １７ 岩田 仁志 １ １７

１８ 石本 洋輔 １ １８ 中村 隆史 １ １８

１９ 熊谷 卓行 １ １９ 米山 暁 １ １９

２０ 山本 聖二 １ ２０ 堀口 修平 １ ２０

２１ 和田野 洋一 １ ２１ 熊谷 英敏 １ ２１

２２ 竹内 貴寛 １ ２２ 佐藤 真智 １ ２２

２３ ２３ ２３

２４ ２４ ２４

２５ ２５ ２５

２６ ２６ ２６

２７ ２７ ２７

２８ ２８ ２８

２９ ２９ ２９

３０ ３０ ３０



- 31 -

チーム名 少年工科学校 チーム名 少年工科学校 チーム名 横須賀大津学校

責 任 者 松本 俊英 責 任 者 松本 俊英 責 任 者 早川 完二

主 将 鶴田 義人 主 将 鶴田 義人 主 将

ＮＯ 氏 名 学年 ＮＯ 氏 名 学年 ＮＯ 氏 名 学年

１ 横町 正次 ３ ３１ 竹内 達郎 １ １ 鈴木 悟志 ２

２ 鹿野 雄太 ３ ３２ 徳重 真弘 １ ２ 斉藤 正昴 ２

３ 鶴田 義人 ３ ３３ 志賀 好恭 １ ３ 鈴木 健太郎 ２

４ 村上 健太 ３ ３４ 塩月 仁 １ ４ 熊谷 厚毅 ２

５ 中村 輝彦 ２ ３５ 田中 秀和 １ ５ 小林 直人 ２

６ 田中 敬次郎 ３ ３６ 武田 佑樹 １ ６ 中島 雅和 ２

７ 石王 佑 ３ ３７ 延近 歩 １ ７ 大塚 悠史 ２

８ 由田 良介 ３ ３８ 山本 恭平 １ ８ 大友 良太 ２

９ 田澤 佳孝 ３ ３９ 日置 靖幸 １ ９ 椿 晋平 ２

１０ 山口 晃志郎 ３ ４０ 矢野 鉄平 １ １０ 谷本 義幸 ２

１１ 脇本 健太郎 ３ ４１ 井上 裕 １ １１ 荒田 匡史 １

１２ 小形 裕 ２ ４２ 富野 一矢 １ １２ 鈴木 智也 １

１３ 今泉 利仁 ３ ４３ 中山 達彦 １ １３ 遠藤 敬行 １

１４ 吉田 達雄 ３ ４４ 若林 哲也 １ １４ 斉藤 隆史 １

１５ 岩崎 直樹 ３ ４５ 和田 隆志 １ １５ 竹林 士哲 １

１６ 平山 武士 ３ ５１ １６

１７ 安達 直也 ３ ５２ １７

１８ 黒川 雅貴 ２ ５３ １８

１９ 茂木 清治 ２ ５４ １９

２０ 田中 徳輔 ２ ５５ ２０

２１ 中島 昌嗣 ２ ５６ ２１

２２ 秋元 義峻 ２ ５７ ２２

２３ 柳川 春仁 ２ ５８ ２３

２４ 岩切 太志 ２ ５９ ２４

２５ 浅井 将史 ２ ６０ ２５

２６ 池川 学 ２ ６１ ２６

２７ 斉藤 義久 ２ ６２ ２７

２８ 清水 啓介 ２ ６３ ２８

２９ 杉山 泰昭 ２ ６４ ２９

３０ 清野 裕章 ２ ６５ ３０



- 32 -

横須賀市ハンドボール協会加盟チーム（女子）

チーム名 海自横須賀 チーム名 横須賀学院高校 チーム名 横須賀大津高校

責 任 者 責 任 者 保坂 尚子 責 任 者 神戸 普

主 将 主 将 高取 真樹 主 将 鴨下 絵美

ＮＯ 氏 名 年齢 ＮＯ 氏 名 学年 ＮＯ 氏 名 学年

１ 神田 操 ２９ １ 松本 宏美 ３ １ 石渡 咲香 ２

２ 三浦 洋子 ２８ ２ 高取 真樹 ３ ２ 川名 紗矢香 ２

３ 先崎 徳 ２５ ３ 橋本 千秋 ３ ３ 山本 いずみ ２

４ 矢野 かおり ２４ ４ 和光 麻里 ３ ４

５ 斎藤 仁美 ２４ ５ 南 賀子 ３ ５ 鴨下 絵美 ２

６ 本郷 真理子 ２０ ６ 青山 萌美 ３ ６ 武藤 奈津美 ２

７ 石井 理代 ２０ ７ 檜谷 香奈子 ３ ７ 宮川 加奈子 ２

８ ８ 大橋 佳代子 ３ ８ 今井 真由美 ２

９ ９ 高添 葉子 ２ ９ 瀬川 智美 ２

１０ １０ 浅井 ともこ ２ １０ 松村 有紗 １

１１ １１ 石岡 めぐみ ２ １１ 安田 香子 １

１２ １２ 丸茂 千鶴 ２ １２ 大久保 瑠美 １

１３ １３ 吉田 由香里 ２ １３ 安西 翠舞 １

１４ １４ 若林 裕子 ２ １４ 財津 愛子 １

１５ １５ 和田 典子 ２ １５ 小屋 潔恵 １

１６ １６ 松本 結花 ２ １６ 久新 順子 １

１７ １７ 太田 まり １ １７ 山本 真理子 １

１８ １８ 平山 裕子 １ １８ 福本 早紀子 １

１９ １９ 関沢 千紘 １ １９ 小出 雅子 １

２０ ２０ 高橋 未央 １ ２０ 細川 佳奈 １

２１ ２１ 有田 真由 １ ２１ 杉田 梢 １

２２ ２２ 堀口 美波 １ ２２

２３ ２３ 山本 裕江 １ ２３

２４ ２４ 綾部 怜子 １ ２４

２５ ２５ 保科 由香 １ ２５

２６ ２６ ２６

２７ ２７ ２７

２８ ２８ ２８

２９ ２９ ２９

３０ ３０ ３０



- 33 -

横須賀市ハンドボール協会加盟チーム（中学男子）

チーム名 鎌倉学園中学校 チーム名 池上中学校 チーム名 不入斗中学校

責 任 者 山田 敏雄 責 任 者 長谷川 昇 監 督 渡邉 武

主 将 主 将 コ ー チ 池端 啓治

ＮＯ 氏 名 学年 ＮＯ 氏 名 学年 ＮＯ 氏 名 学年

１ 篠原 直樹 １ 山谷 誠 ３ １ 福田 健太郎

２ 谷 秀晴 ２ 加藤 大樹 ３ ２ 松田 啓

３ 小根沢 雅徳 ３ 桐生 和弥 ３ ３ 江藤 翔太

４ 佐藤 真伍 ４ 早川 知行 ３ ４ 芹澤 悠太

５ 岡本 紘樹 ５ 平山 雅俊 ３ ５ 松崎 勇也

６ 茂木 知宏 ６ 神田 雅弥 ３ ６ 高倉 健太

７ 熊井 潤 ７ 昆野 秀幸 ３ ７ 坂本 祐樹

８ 有野 聡 ８ 佐野 将弘 ３ ８

９ 坂田 貞紘 ９ 斉須 尚樹 ３ ９

１０ 久保田 俊 １０ 高木 宗平 ３ １０

１１ 戸田 龍 １１ 永井 智紀 ３ １１

１２ 岩田 仁志 １２ 斉藤 真 ３ １２

１３ 佐藤 真智 １３ 中村 智明 ３ １３

１４ 飯沼 啓輔 １４ 老沼 晴彦 ３ １４

１５ 中村 隆史 １５ 古宇田 洋行 ３ １５

１６ 米山 暁 １６ 細川 雅徳 ３ １６

１７ 久納 陽介 １７ 井口 博光 ３ １７

１８ 栃原 光 １８ 品田 拓郎 ３ １８

１９ 沼田 健児 １９ 西ヶ谷 利昭 ３ １９

２０ 秋山 日出海 ２０ 遠藤 祐貴 ３ ２０

２１ 前田 泰宏 ２１ 鈴木 順也 １ ２１

２２ 目黒 祐一 ２２ 杉山 史弥 １ ２２

２３ 大江 恭寛 ２３ 田島 和暁 １ ２３

２４ ２４ 金井 健児 １ ２４

２５ ２５ 斉田 正人 １ ２５

２６ ２６ 入江 和磨 １ ２６

２７ ２７ 上石 正雄 １ ２７

２８ ２８ ２８

２９ ２９ ２９

３０ ３０ ３０


